
●年頭のご挨拶（宮城県商工会連合会長） （２）
　　　　　　　（宮城県知事） （２）
●第５５回商工会全国大会 （3）
●宮城県（産業別）最低賃金のお知らせ （3）
●グルっとMIYAGI食の商談会 （4）
●地域商店街活力向上講演会 （4）
●小規模事業者持続化補助金活用レポート （5）
●商工会事業の紹介（玉造商工会） （6）
　　　　　　　　　（名取市•岩沼市商工会） （6）
●わたしのお父さん（大河原町商工会青年部） （7）
●ジョブカード制度の活用 （7）
●青年部コーナー （8）
●女性部コーナー （8）
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株式会社髙橋プリント
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新しい1年の無病息災、五穀豊穣、商売繁盛を祈念し毎年1月14
日にどんと祭と冬の花火を開催しております。
昭和57年に当時の石越町商工会青年部員有志によってどんと
祭が始められ、併せて数発の祈願花火が打ち上げられたことが花
火大会を行うきっかけとなり、地域の皆様のご協力を頂きながら
毎年継続して実施されております。
当日は、寒空の中花火を観賞頂く来場者に甘酒の無料提供や振
る舞い酒が行われるほか、屋台でお買い求め頂いた方を対象に、地
元商店から提供頂いた景品が当たる抽選会も行われます。
まつりのフィナーレには約1，000発の花火が打ち上げられ、澄

み切った冬の夜空を鮮やかに彩ります。
■開催日時／平成28年1月14日（木）荒天時15日に順延
　　　　　　どんと祭焚き上げ神事　16：00～
　　　　　　抽選会　　　　　　　　17：00～19：00
　　　　　　冬の花火　　　　　　　19：00～20：00
■開催場所／登米市石越町石越総合運動公園
■交通手段／JR石越駅よりタクシーで10分
　　　　　　若柳金成ICより20分
■問合せ先／登米市石越町南郷字愛宕81番地
　　　　　　登米中央商工会石越町支所
　　　　　　ＴＥＬ：0228－34－2064

石越冬のまつり
「どんと祭と冬の花火」
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
県
民
の
皆
様
の
御
健
勝

と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
仙
台
育
英
学
園
高
校

が
、
夏
の
甲
子
園
大
会
に
お
い
て

堂
々
の
準
優
勝
に
輝
き
、
は
つ
ら

つ
と
し
た
プ
レ
ー
が
私
た
ち
県
民

に
た
く
さ
ん
の
勇
気
と
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
仙

台
・
宮
城
【
伊
達
な
旅
】
夏
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
開
催
や
「
仙
台
う

み
の
杜
水
族
館
」
の
開
業
な
ど
に

よ
り
、
多
く
の
方
に
宮
城
を
訪
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
は
、
防
災
集
団

移
転
や
土
地
区
画
整
理
、
災
害
公

営
住
宅
の
整
備
に
よ
る
街
づ
く
り

が
進
展
し
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
仙
石
線

と
石
巻
線
の
全
線
運
行
再
開
、
仙

石
東
北
ラ
イ
ン
の
開
通
な
ど
震
災

か
ら
の
復
興
が
着
実
に
進
ん
だ
年

で
し
た
。

一
方
、
九
月
の
関
東
・
東
北
豪

雨
で
は
、堤
防
決
壊
や
土
砂
崩
れ
、

冠
水
な
ど
に
よ
り
住
宅
や
公
共
施

設
、
農
林
水
産
業
な
ど
に
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
改
め
て

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
県
と
い
た

し
ま
し
て
も
今
後
の
防
災
対
策
の

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
、「
宮
城
県
震
災
復
興

計
画
（
平
成
二
十
三
年
十
月
策

定
）」
に
定
め
る
「
再
生
期
」
の

三
年
目
に
当
た
り
ま
す
。
昨
年
に

引
き
続
き
、「
迅
速
な
震
災
復
興
」、

「
産
業
経
済
の
安
定
的
な
成
長
」、

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
宮
城
」、「
美

し
く
安
全
な
県
土
の
形
成
」
を
政

策
推
進
の
基
本
と
し
て
、
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
施
策
に
最
優
先
で

取
り
組
む
と
と
も
に
、
人
口
減
少

対
策
や
地
域
経
済
の
活
性
化
策
、

地
方
分
権
型
社
会
の
実
現
な
ど
地

方
創
生
の
取
組
も
併
せ
て
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く

五
年
が
経
過
し
ま
す
。
今
な
お
多

く
の
方
々
が
応
急
仮
設
住
宅
な
ど

で
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
な
ど
、
復
旧
・
復
興
は

い
ま
だ
道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
県
が
、
震
災
前
の
状
態
に

戻
す
「
復
旧
」
に
と
ど
ま
ら
な
い

「
創
造
的
復
興
」を
成
し
遂
げ
、「
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
、
育
っ
て
よ

か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

思
え
る
宮
城
県
を
県
民
の
皆
様
と

と
も
に
築
き
上
げ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
城
県
商
工
会
連
合
会

会
長　

佐　

藤　
　
　

浩

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か

に
、
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、地
下
鉄
東
西
線
の
開
業
、

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
羽
生
結
弦
選
手
の

世
界
最
高
得
点
を
更
新
す
る
大
活

躍
と
年
末
に
な
っ
て
か
ら
明
る
い
話

題
が
多
く
聞
か
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。し

か
し
、
経
済
面
で
は
安
倍
内

閣
が
推
進
す
る
賃
金
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
と
そ
れ
に
伴
う
消
費
拡
大
は
思

う
よ
う
に
進
ま
ず
、
ま
た
、
昨
年
九

月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
、
河
川

の
氾
濫
に
よ
る
冠
水
被
害
な
ど
、
県

内
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
地
域

並
び
に
会
員
事
業
者
の
皆
様
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
宮
城
県
で
は
国

の
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
の
成

立
に
呼
応
し
、
昨
年
七
月
に
「
宮
城

県
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
」
を
制
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
条
例
に
は
、
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
支
援
に
関
係
す
る
県
や

市
町
村
、
支
援
団
体
等
の
責
務
や

県
が
取
組
む
施
策
一
〇
箇
条
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
県
担
当
課
で

は
施
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た

め
の
「
基
本
計
画
」
を
策
定
中
で
あ

り
、
今
後
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
施
策
に
期
待
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本

会
が
受
託
し
て
い
る
「
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
」
と
連
携
し
、
地
域
で
懸
命

に
自
助
努
力
を
続
け
る
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
が
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
な
ど
各
種
施
策
を
最

大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
経
営
支
援
が
受
け
ら
れ
る

体
制
を
引
き
続
き
強
化
す
る
と
と

も
に
、
県
内
全
商
工
会
が
、
小
規
模

企
業
の
事
業
の
持
続
的
発
展
に
資

す
る
た
め
、「
経
営
発
達
支
援
計
画
」

の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
強
力
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
今
年
三
月
で
東
日
本
大

震
災
発
生
か
ら
五
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
女
川
町
で
は
Ｊ
Ｒ

女
川
駅
再
開
に
合
わ
せ
駅
前
に
商

店
街
が
完
成
し
、「
ま
ち
開
き
」
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
被
災
各
地
に
お
い

て
着
実
な
復
興
の
歩
み
を
進
め
て
お

り
ま
す
が
、
被
災
地
の
多
く
は
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
遅
れ
や
事
業
用
地
の
確

保
難
、
二
重
債
務
問
題
等
、
問
題
・

課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
引
き
続
き

グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
継
続
及
び
要
件

の
緩
和
、
風
評
被
害
対
策
の
強
化
、

魅
力
あ
る
商
店
街
再
建
と
ま
ち
づ

く
り
支
援
な
ど
会
員
事
業
所
の
事

業
再
開
・
再
建
に
向
け
て
、
国
・
県

等
に
対
し
て
積
極
的
に
要
望
・
陳
情

活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年

五
月
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、
県
連

会
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

天
野
忠
正
前
会
長
は
じ
め
、
歴

代
の
会
長
さ
ん
方
の
伝
統
を
継
承

す
る
と
と
も
に
、
大
き
く
変
化
す
る

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
施
策
を

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、
県
内
全
商

工
会
員
の
経
営
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
会
員
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

小
規
模
企
業
の
持
続
的
発
展
を
支
援

宮
城
県
知
事村　

井　

嘉　

浩

「
創
造
的
復
興
」
に
向
け
て

〜
復
旧
・
復
興
の
更
な
る
飛
躍
を
目
指
す
年
に
〜
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第
五
十
五
回
商
工
会
全
国
大
会

が
十
一
月
十
九
日
、
東
京
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
本
県
か
ら

商
工
会
長
及
び
副
会
長
等
七
十
四

名
を
含
む
、
全
国
各
地
か
ら
商
工

会
関
係
者
総
勢
約
三
千
名
が
参
加

し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

大
会
で
は
、
開
会
宣
言
、
国
歌

斉
唱
に
続
き
全
国
連
石
澤
義
文
会

長
が
挨
拶
。
ま
た
、
来
賓
と
し
て

萩
生
田
光
一
内
閣
官
房
副
長
官
、

林
幹
雄
経
済
産
業
大
臣
等
よ
り
挨

拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、

一
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

“
力
強
い
景
気
対
策
”
の
実
施

一
、
小
規
模
事
業
対
策
の
拡
充
・

強
化

一
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
力

に
よ
る
地
域
再
生
の
実
現

一
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
活

力
に
資
す
る
税
制
・
社
会
保

障
等
の
実
現

一
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故

か
ら
の
復
興
の
加
速
化

一
、
商
工
会
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
充
実

の
六
項
目
に
つ
い
て
、
小
野
木

覺
大
会
副
会
長
（
山
形
県
連
会

長
）
が
意
見
表
明
を
行
い
、「
小

規
模
企
業
振
興
基
本
法
の
制
定
は

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
地
域

経
済
の
再
生
の
た
め
に
、
小
規
模

事
業
者
に
政
策
の
光
が
し
っ
か
り

と
当
た
る
よ
う
な
政
策
運
営
を
引

き
続
き
政
府
に
求
め
て
い
く
と
と

も
に
、
商
工
会
が
地
方
創
生
の
主

全国連石澤会長の挨拶

土井議員に要望書を手渡す佐藤会長

「
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

“
力
強
い
景
気
対
策
”の
実
施
」等

六
項
目
を
決
議

︱
第
五
十
五
回
商
工
会
全
国
大
会
︱

体
的
役
割
を
担
い
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
の
経
営
の
持
続
化
と
地

域
経
済
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
の
大
会
決
議
が
満
場
の
拍

手
の
も
と
決
議
さ
れ
た
。

ま
た
、
政
党
代
表
と
し
て
自
由

民
主
党
の
谷
垣
禎
一
幹
事
長
、
公

明
党
の
山
口
那
津
男
代
表
、
民
主

党
の
近
藤
洋
介
役
員
室
長
よ
り
祝

辞
が
あ
り
、
大
会
は
盛
会
裏
に
終

了
し
た
。

大
会
前
日
、
本
会
三
役
が
、
衆

参
両
議
員
会
館
を
訪
問
し
、
本
県

選
出
の
国
会
議
員
等
十
七
名
に
対

し
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早

期
復
興
に
向
け
た
産
業
復
興
再
生

支
援
強
化
及
び
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
支
援
対
策
の
拡
充
強
化

等
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

昨
年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
改

正
小
規
模
支
援
法
で
は
、
小
規

模
事
業
者
に
対
す
る
事
業
計
画

の
策
定
や
着
実
な
実
施
等
に
つ

い
て
、
事
業
者
に
寄
り
添
っ
て

支
援
す
る
た
め
の
商
工
会
の
支

援
計
画（
経
営
発
達
支
援
計
画
）

を
国
が
認
定
・
公
表
す
る
仕
組

み
が
で
き
ま
し
た
。

本
県
で
は
、
県
内
全
て
の
商

工
会
が
年
度
内
の
申
請
・
認
定

を
目
指
し
て
お
り
、
十
一
月

十
七
日
に
第
二
回
目
申
請
の
第

一
次
認
定
が
公
表
さ
れ
、
県
内

の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
次
の
三
商

工
会
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
認
定
商
工
会
】

名
取
市
商
工
会
、玉
造
商
工
会

女
川
町
商
工
会

認
定
さ
れ
た
商
工
会
は
、
認
定

計
画
に
基
づ
く
小
規
模
事
業
者

支
援
を
推
進
す
る
た
め
の
補
助
事

業
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

経
営
発
達
支
援
計
画
三
商
工
会
が
認
定
さ
れ
る

地
元
選
出
国
会
議
員
に

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

早
期
復
興
に
係
る
要
望

書
を
提
出

業種 時間額 効力発生日
鉄鋼業 827円 平成27年12月13日
電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業 783円 平成27年12月18日

自動車小売業 795円 平成27年12月25日

宮城県（産業別）最低賃金が改正されました

宮城県最低賃金は、それぞれ上記の金額に引上げとなりました。
詳しいことは、宮城労働局労働基準部賃金室（電話022-299-8841）又は、最寄りの労働基準監督署まで、お問い合わせください。

宮城県最低賃金

７２６円
（効力発生日）
平成27年10月3日
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ヤ
ー
六
社
と
の
個
別
商
談
会
の
二

部
構
成
で
開
催
し
、
参
加
し
た
県

内
事
業
者
は
積
極
的
に
自
社
商
品

を
売
り
込
ん
で
い
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
十
月
に
事
前
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
商
談
会
へ
の

心
得
、
他
社
商
品
と
の
優
位
性
や

取
引
先
へ
の
メ
リ
ッ
ト
提
案
の
仕

方
等
、
成
約
を
高
め
る
た
め
の
研

修
を
行
い
、
商
談
会
当
日
は
そ
の

成
果
も
あ
り
、
各
々
工
夫
を
凝
ら

し
た
展
示
や
試
食
を
提
供
し
な
が

ら
商
談
を
す
す
め
て
い
た
。

ま
た
、
商
談
会
の
合
い
間
に
実

施
し
た
相
談
会
で
は
、（
一
社
）
新

日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会

よ
り
百
貨
店
バ
イ
ヤ
ー
の
経
験
が

あ
る
四
人
の
専
門
家
が
バ
イ
ヤ
ー

十
一
月
二
十
日
か
ら
二
十
二

日
に
か
け
て
、
東
京
・
池
袋
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
お
い
て

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
」
が

地域商店街活力向上講演会の模様

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
三
百
五

十
三
事
業
者
が
出
展
、
会
場
は

約
十
六
万
人
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。

本
県
か
ら
は
海
産
物
、
飲

料
・
菓
子
、
乳
製
品
等
を
販
売

す
る
八
事
業
所
が
出
店
す
る
と

と
も
に
、「
全
国
ご
当
地
お
や

つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
河
南
桃
生
商
工
会
の
㈲
風

月
堂
が
新
商
品
の
「
三
陸
磯
ま

ん
じ
ゅ
う
」
を
出
品
し
、
多
く

の
来
場
者
か
ら
好
評
を
得
て
い

た
。ま

た
、
今
回
よ
り
設
置
さ
れ

た
「
お
ら
が
自
慢
の
ご
当
地

フ
ー
ド
コ
ー
ト
」
で
は
、
本
県

よ
り
出
展
し
た
牛
タ
ン
の
実
演

販
売
コ
ー
ナ
ー
に
、
常
に
長
蛇

の
列
が
で
き
て
お
り
、
食
材
王

国
み
や
ぎ
の
名
を
高
め
る
人
気

の
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
た
。

人
口
減
少
・
高
齢
化
す
る
地
域

商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
、

魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
の
た
め

の
講
演
会
を
十
一
月
十
七
日
、
ホ

テ
ル
モ
ン
ト
レ
仙
台
で
開
催
し
、

商
店
街
関
係
者
・
行
政
担
当
者
な

ど
三
十
一
名
が
参
加
し
た
。

本
講
演
会
で
は
、
全
国
的
に
賑

わ
い
づ
く
り
の
成
功
を
収
め
て
い

る
商
店
街
の
実
践
経
営
者
を
講
師

に
招
聘
。

平
成
十
五
年
に
愛
知
県
岡
崎
市

で
始
ま
っ
た
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
は
、

は
、個
店
、お
客
様
、地
域
に
と
っ

て
『
三
方
よ
し
』
が
成
立
し
、
自

分
の
お
店
だ
け
で
な
く
他
の
お
店

の
繁
盛
、
そ
し
て
地
域
全
体
が
幸

せ
に
な
れ
る
の
が
長
続
き
す
る
秘

訣
な
の
で
は
」
と
強
調
し
た
。

震
災
後
、
県
内
の
食
品
製
造
業

者
は
、
津
波
に
よ
る
工
場
流
出
や

労
働
者
の
確
保
難
に
加
え
、
原
発

事
故
に
よ
る
風
評
被
害
等
で
失
っ

た
販
路
の
回
復
に
は
日
々
苦
慮
し

て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
本

会
は
、
十
一
月
十
一
日
に
泉
区
の

ホ
テ
ル
に
て
、
県
内
及
び
首
都
圏

へ
の
販
路
拡
大
を
希
望
す
る
県
内

食
品
製
造
業
者
等
二
十
三
社
に
よ

る
商
談
会
を
開
催
し
た
。

今
回
の
商
談
会
は
、
第
一
部
と

し
て
県
内
で
の
取
引
拡
大
を
目
的

に
し
た
県
内
バ
イ
ヤ
ー
十
八
社
と

の
展
示
商
談
会
、
第
二
部
は
大
手

百
貨
店
や
中
堅
ス
ー
パ
ー
、
ネ
ッ

ト
販
売
事
業
者
等
の
首
都
圏
バ
イ

と
の
や
り
取
り
を
検
証
し
、
今
後

の
商
談
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
た
。

更
に
、
首
都
圏
バ
イ
ヤ
ー
と
の

商
談
で
は
、
地
元
商
工
会
経
営
指

導
員
も
同
席
し
、
商
談
内
容
を
把

握
し
た
う
え
で
、
商
工
会
に
よ
る

今
後
の
サ
ポ
ー
ト
に
繋
い
で
い
く

計
画
で
あ
る
。

参
加
し
た
事
業
者
の
な
か
に

は
、「
さ
っ
そ
く
取
引
を
し
た
い
」

「
前
向
き
に
検
討
し
た
い
」
と
バ

イ
ヤ
ー
か
ら
の
反
応
を
頂
い
た
事

業
者
も
多
く
、「
成
果
に
つ
な
が

る
有
意
義
な
商
談
会
で
あ
っ
た
」

と
の
声
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。一

月
に
は
、
商
談
会
後
の
事
後

セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
事
業
者
の
取

引
状
況
を
踏
ま
え
た
更
な
る
販
路

拡
大
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
を
予
定
し
て
い
る
。

商
店
街
活
性
化
の
ヒ
ン
ト

全
国
の
成
功
事
例
に
学
ぶ

︱
地
域
商
店
街
活
力
向
上
講
演
会
︱

商
店
街
の
各
個
店
が
そ
の
専
門
性

を
活
か
し
、
プ
ロ
な
ら
で
は
の
専

門
的
な
知
識
や
コ
ツ
、
情
報
を
無

料
で
お
客
様
に
伝
え
る
講
座
を
開

催
す
る
も
の
で
、
個
店
同
士
の
連

帯
感
が
ア
ッ
プ
し
、
商
店
街
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
現
在

全
国
二
百
ヶ
所
以
上
の
地
域
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。

発
起
人
で
あ
る
岡
崎
ま
ち
ゼ
ミ

の
会
代
表
の
松
井
洋
一
郎
氏
は

「
ま
ち
ゼ
ミ
を
一
度
取
り
組
ん
だ

地
域
で
止
め
た
と
こ
ろ
が
な
い
の

首都圏バイヤーとの個別商談会

県内バイヤーとの展示商談会

多くの人で賑わう会場の様子

宮城の“いいもの”再発見！― ニッポン全国物産展 ―

県
内
並
び
に
首
都
圏
バ
イ
ヤ
ー
へ

自
慢
の
一
品
を
売
り
込
む

︱
グ
ル
っ
と
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
食
の
商
談
会
・

ニ
ッ
ポ
ン
い
い
も
の
再
発
見
！
商
談
会
︱

県
内
並
び
に
首
都
圏
バ
イ
ヤ
ー
へ

自
慢
の
一
品
を
売
り
込
む

︱
グ
ル
っ
と
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
食
の
商
談
会
・

ニ
ッ
ポ
ン
い
い
も
の
再
発
見
！
商
談
会
︱
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◆
取
り
組
む
キ
ッ
カ
ケ

当
社
は
、
米
農
家
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
た
石
田

定
克
さ
ん
が
、
自
分
達
で

作
っ
た
米
を
美
味
し
く
食

べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

と
、
あ
ら
れ
職
人
へ
の
道

を
選
び
、
地
元
亘
理
町
で

昭
和
五
十
一
年
に
創
業
。

町
内
の
水
田
で
自
己
栽

培
し
た
「
み
や
こ
が
ね
も

ち
」
を
原
材
料
に
、
調
味

料
も
宮
城
県
産
の
醤
油
や

味
噌
を
使
用
。
数
日
間
か

け
て
天
日
干
し
す
る
昔
な

が
ら
の
手
作
り
の
製
法
を

頑
な
に
続
け
て
い
る
。

米
菓
子
市
場
全
体
と
し

て
は
縮
小
の
傾
向
に
あ
る

が
、
信
頼
で
き
る
国
産
の

素
材
を
用
い
た
当
社
商
品

は
、
消
費
者
か
ら
一
定
の

評
価
を
受
け
て
お
り
、
特

に
主
な
顧
客
で
あ
る
女
性

客
か
ら
「
食
べ
き
り
サ
イ

ズ
で
品
数
を
増
や
し
て
ほ

し
い
」「
土
産
品
と
し
て

持
っ
て
い
き
た
い
」
と
の

要
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
た
。

◆
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

今
回
、
本
補
助
金
を
活

用
し
て
、
次
の
内
容
を
実

施
し
た
。

①
新
商
品
の
開
発

東
北
一
の
産
地
と
し
て

有
名
な
地
元
亘
理
産
の
苺
を
使
っ

た
い
ち
ご
味
と
、
よ
り
幅
広
い
年

代
層
に
向
け
た
チ
ー
ズ
味
の
あ
ら

れ
を
新
た
に
開
発
し
た
。

②
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
等
の
見

直
し

土
産
品
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
手
作
り
の
良
さ
を
活
か
し

つ
つ
、
高
級
感
の
あ
る
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
と
容
量
の
見

直
し
を
行
っ
た
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
等
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
品
も
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
に
あ
わ
せ
て
一
新
し

た
。

◆
本
事
業
が
も
た
ら
す
効
果

美
味
し
さ
に
加
え
、
地
域
産
品

へ
の
こ
だ
わ
り
が
評
価
さ
れ
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

シ
ョ
ッ
プ
商
品
に
認
定
。
世
界
中

か
ら
観
光
客
が
集
ま
る
ス
ポ
ッ
ト

で
、「
宮
城
の
土
産
」
と
し
て
販

売
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
手
に

し
た
。

ま
た
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
の
取

扱
を
き
っ
か
け
に
、
新
た
に
取
扱

を
検
討
し
た
い
と
引
き
合
い
も
増

加
し
、
県
内
で
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル

の
拡
大
も
大
い
に
期
待
で
き
る
。

◆
今
後
の
展
望

二
代
目
で
あ
る
専
務
の
亮
平
さ

ん
は
「
亘
理
町
は
大
震
災
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
が
、
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
に
宮
城
の
味

を
全
国
に
広
め
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
る
。

【企業概要】
事業者名：みやぎのあられ㈱
代 表 者：代表取締役　石田　定克
所 在 地：〒 989-2371
　　　　　宮城県亘理郡亘理町逢隈鹿島

字吹田 51
Ｔ Ｅ Ｌ：0223-34-1417
Ｆ Ａ Ｘ：0223-34-8011
営業時間：9：00− 18：00
定 休 日：不定休
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.miyaginoarare.co.jp/

地元亘理町「鳥の海ふれあい市場」で販売中！

特
産
品
を
活
用
し
て
新
商
品
開
発

宮
城
か
ら
世
界
へ
発
信

み
や
ぎ
の
あ
ら
れ
㈱
（
亘
理
山
元
商
工
会
）

経営指導員の声
相談を受けてから実現まで紆
余曲折がありましたが、実際
に東京スカイツリーで販売さ
れているのを見て感激しまし
た。これからも身近な相談相
手として支援していきます。
亘理山元商工会　伊藤　康明

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト ②

（※）労働者には、パート等であっても1年以上継続して雇用されているなど、事実上期間の定めなく雇用されている労働
者を含みます。

　　また、300人以下の事業主の皆さまは努力義務となっています。

「女性活躍加速化助成金」をご活用ください！
（※）自社の女性労働者の活躍状況の把握・課題分析を行い、課題解決に向けた数値目標と取組目標を設定した上で取組み

を行い、取組目標及び数値目標を達成した場合に支給。（いずれも1事業主1回限り）
● 加速化Ａコース
　　「取組目標」を達成した中小企業（常時雇用する労働者が300人以下の事業主）に対して30万円を支給
● 加速化Ｎコース
　　「取組目標」を達成した上で、「数値目標」を達成した事業主（企業規模問わず）に対して30万円を支給
★ 詳細は厚生労働省ホームページをご覧ください。

「女性活躍推進法」及び「女性活躍加速化助成金」に関する説明会のご案内
会　　場：仙台国際センター　大ホール（仙台市青葉区青葉山無番地）
開催日時：平成28年1月19日㈫　13：30〜
内　　容：法律（省令・指針含む）、行動計画の策定・届出方法、女性活躍加速化助成金の説明　等
★ 参加申し込み方法は、宮城労働局ホームページでご案内いたします。

女性の職場における活躍を推進する

「女性活躍推進法」が成立しました！
301人以上の労働者（※）を雇用する事業主の皆様は、平成28年4月1日までに、①自社の女性活躍状況の把握・課題分析、
②行動計画の策定・届出、③情報公表などを行う必要があります。
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商
工
会
で
は
、
特
産
市
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
出
店
者
に
対
し

て
商
品
構
成
や
接
客
対
応
、
商
品

訴
求
の
整
理
な
ど
、
特
産
市
実
施

後
の
新
た
な
展
開
を
視
野
に
打
合

せ
を
行
っ
て
臨
ん
だ
結
果
、
こ
の

特
産
市
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
新

た
な
販
路
の
開
拓
が
図
ら
れ
、
大

き
な
取
引
の
商
談
成
立
に
繋
げ
た

事
業
所
も
出
る
な
ど
、
事
業
機
会

の
拡
大
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら

し
た
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

食
材
の
宝
庫
と
言
わ
れ
る
仙
南

地
域
の
加
工
業
者
・
生
産
者
十
五

事
業
者
が
出
展
し
、
十
一
月
十
二

日
〜
十
七
日
の
六
日
間
、
仙
台
駅

構
内
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
前
に
お
い

て
、
名
取
市
・
岩
沼
市
商
工
会
主

催
に
よ
る
「
仙
南
ブ
ラ
ン
ド
特
産

市
」
を
開
催
し
た
。

名
取
か
ら
は
、
震
災
か
ら
復
活

し
た
名
取
閖
上
の
水
産
加
工
品

や
、
カ
ゴ
メ
ナ
ポ
リ
タ
ン
コ
ン
テ

玉
造
商
工
会
で
は
、
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
三
年
間
に
亘
り
、

全
国
展
開
支
援
事
業
の
採
択
を
受

け
て
、
地
域
資
源
で
あ
る
「
木
地

挽
き
」「
鳴
子
漆
器
」「
鳴
子
伝
統

こ
け
し
」
の
伝
統
技
術
を
活
用
し
、

市
場
化
へ
結
び
つ
け
る
た
め
の「
売

れ
る
工
芸
品
」
の
開
発
及
び
新
市

場
開
拓
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
本
事
業
で
の
取
り
組
み

や
地
域
の
魅
力
を
改
め
て
地
域
の

方
に
知
っ
て
頂
き
た
い
と
の
想
い

か
ら
、
開
発
し
た
試
作
品
の
「
お

仙台駅構内で開催した仙南ブランド特産市

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
ブ
ラ
ン
ド

お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト

玉
造
商
工
会

披
露
目
イ
ベ
ン
ト
」
を
、
去
る

十
一
月
十
七
日
㈫
旅
館
弁
天
閣
に

お
い
て
開
催
し
、
地
元
住
民
や
報

道
機
関
な
ど
、
約
百
名
の
方
に
参

加
頂
き
ま
し
た
。

お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

で
、
塗
師
の
佐
藤
氏
の
進
行
、
こ

け
し
職
人
、
木
地
職
人
の
皆
さ
ん

を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
本
年
度
最
終

年
度
と
な
る
事
業
へ
の
想
い
や
試

作
品
作
成
へ
の
取
り
組
み
等
を
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
頂
い
た
皆
様

か
ら
「
伝
統
工
芸
品
に
興
味
が
湧

い
た
」「
今
後
も
継
続
的
に
活
動
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
多
く
の
お
声
を

頂
き
、
事
業
の
取
り
組
み
が
地
域

の
活
性
化
の
一
助
に
な
っ
て
い
る

と
実
感
致
し
ま
し
た
。

更
に
、
同
時
開
催
と
し
て
大
崎

管
内
小
規
模
事
業
者
復
興
支
援
事

業
の
中
で
実
施
し
た
「
ほ
っ
と
コ

ン
テ
ス
ト（
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
）」

の
表
彰
式
及
び
地
域
の
特
産
品
の

試
食
会
を
行
い
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
に
応
募
い
た
だ
い
た
鳴
子
・

岩
出
山
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
旅
行

の
思
い
出
な
ど
四
十
七
点
の
写
真

を
会
場
内
に
展
示
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
試
食
会
で
は
「
な
る
子

ち
ゃ
ん
こ
鍋
」「
凍
み
っ
ぱ
な
し

丼
」
等
地
域
素
材
を
活
か
し
た
料

理
も
ご
賞
味
頂
き
、
地
域
内
の
魅

力
を
伝
え
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

今
年
度
残
さ
れ
た
期
間
を
有
効

に
活
用
し
、
販
路
拡
大
に
向
け
事

業
所
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
実
践

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
を

継
続
的
に
発
信
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

た
。期

間
中
は
、
仙
南
地
域
の
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
も
設
置
し
、名
取
市「
カ
ー

ナ
く
ん
」や
山
元
町
の「
ほ
っ
き
ー

く
ん
」
等
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
登
場
す
る
な
ど
、
仙
南
地

域
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
て
い
た
。

ま
た
、
今
回
の
特
産
市
に
先

駆
け
、
九
月
に
名
取
市
の
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
イ
オ
ン

モ
ー
ル
名
取
」
に
お
い
て
も
、
仙

南
地
域
の
特
産
市
を
開
催
し
て
お

り
、
名
取
市
・
岩
沼
市
商
工
会
で

は
、
広
域
事
業
と
し
て
地
域
の
特

産
品
（
地
域
ブ
ラ
ン
ド
）
を
広
く

情
報
発
信
、
販
路
拡
大
を
図
る
事

業
を
展
開
中
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
構
内
で

「
仙
南
ブ
ラ
ン
ド
特
産
市
」の
開
催

名
取
市
商
工
会
・
岩
沼
市
商
工
会

ス
ト
で
日
本
一
に
輝
い
た
「
ナ
ポ

リ
タ
ン
」、
岩
沼
か
ら
は
「
無
添

加
の
レ
ト
ル
ト
食
品
」
や
全
国
金

賞
に
輝
い
た
「
や
る
気
餅
」、
農

林
水
産
大
臣
賞
の
「
奈
良
漬
」
の

他
、
亘
理
、
山
元
、
蔵
王
、
柴

田
、
白
石
な
ど
仙
南
地
域
の
三
市

四
町
の
“
旬
の
お
い
し
い
も
の
”

が
出
品
販
売
さ
れ
、
仙
台
駅
を
利

用
す
る
乗
降
客
や
観
光
客
で
、
出

店
ブ
ー
ス
の
周
り
は
賑
わ
っ
て
い

お披露目された試作品
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私
の
家
は
写
真
館
で
す
。

お
父
さ
ん
は
、お
店
に
来
た

お
客
さ
ん
を
さ
つ
え
い
し
た

り
、学
校
や
よ
う
ち
え
ん
で
写

真
を
と
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。私
が
学
校
か
ら
帰
る
と
い

つ
も
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
、

写
真
を
作
る
作
業
を
し
て
い
ま

す
。一
枚
一
枚
お
客
さ
ん
に
よ

ろ
こ
ん
で
も
ら
う
た
め
て
い
ね

い
に
仕
事
を
し
て
い
る
お
父
さ

ん
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。お

客
さ
ん
が
よ
ろ
こ
ん
で
、写
真

を
も
っ
て
帰
る
と
き
は
、お
父

さ
ん
も
と
っ
て
も
う
れ
し
そ
う

で
す
。そ
ん
な
、お
父
さ
ん
を
見

る
と
私
も
元
気
が
で
ま
す
。お

父
さ
ん
は
、私
が
、通
っ
て
い
る

学
校
の
他
に
も
小
学
校
の
写
真

を
と
っ
て
い
る
の
で
行
事
が
か

さ
な
っ
て
し
ま
う
と
な
か
な
か

私
の
行
事
に
は
参
加
で
き
な
い

の
で
さ
み
し
い
で
す
。で
も
、い

そ
が
し
い
の
に
時
間
を
作
っ
て

見
に
き
て
く
れ
る
の
で
う
れ
し

い
で
す
。

お
父
さ
ん
は
、土
日
も
仕
事

で
す
。七
五
三
や
、成
人
式
な
ど

あ
る
じ
き
は
、ほ
と
ん
ど
休
み

が
あ
り
ま
せ
ん
。夜
も
残
業
が

増
え
て
し
ま
う
の
で
、あ
ま
り

い
っ
し
ょ
に
い
る
時
間
が
少
な

く
な
り
ま
す
。夜
も
私
が
ね
た

後
に
帰
っ
て
く
る
の
で
、お
父

さ
ん
が
い
つ
ね
て
い
る
か
心
配

に
な
り
ま
す
。

私
は
、小
さ
い
時
か
ら
ミ
ニ

バ
ス
を
し
て
い
ま
す
。シ
ュ
ー

ト
を
き
め
た
と
き
や
、い
い
プ

レ
イ
が
で
き
た
と
き
は
、す
ご

く
ほ
め
て
く
れ
ま
す
。ほ
め
ら

れ
る
と
、と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。も
っ
と
が
ん
ば
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

お
父
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と

う
。こ
れ
か
ら
も
、体
に
気
を
つ

け
て
お
仕
事
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。

隆司さんと華音さん

大お
お
み
や宮

　
華か
の
ん音
さ
ん
　
　

（
大
河
原
町
立
大
河
原
小
学
校
五
年
）

　

㈲
写
真
の
大
宮

大
河
原
町
商
工
会
青
年
部　

大お
お
み
や宮　

隆り
ゅ
う
じ司
さ
ん

「
わ
た
し
の
お
父
さ
ん
」
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本年度が、宮城県商工会青年部連合会創立50周
年を迎える記念すべき年にあたり、県下商工会青
年部員を一堂に会して記念事業を開催します。部
員皆様の多数の参加をお待ちしています。
【開催日時、内容】

平成28年 2 月11日（木：建国記念の日）
　第一部「被災地サミット」：午後 1 時〜
　第二部「記念式典」　　　：午後 2 時45分〜
　第三部「記念祝賀会」　　：午後 6 時30分〜

【開催場所】
江陽グランドホテル　 5 階　鳳凰の間

宮城県商工会青年部連合会
創立50周年記念事業を開催します!

災
地
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
、

「
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ぬ
よ

う
、
被
災
地
に
足
を
運
び
、
青
年

部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て

広
め
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

力
強
く
訴
え
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
主
張
発
表
大

会
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
予
選

を
勝
ち
進
ん
だ
代
表
者
六
名
が
、

日
頃
の
青
年
部
活
動
か
ら
得
た
経

験
や
成
果
、
意
見
に
つ
い
て
熱
弁

を
奮
い
、
最
優
秀
賞
に
は
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
（
石
川

県
）
鷹
箸
直
樹
さ

ん
、
優
秀
賞
に
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
（
埼

玉
県
）
小
林
寿
朗
さ

ん
が
受
賞
し
た
。

二
日
目
は
、
神
戸

国
際
会
館
に
会
場
を

移
し
、
全
国
青
年
部

長
会
議
が
開
催
さ

れ
、
全
青
連
役
員
よ

り
本
年
度
事
業
の
結

果
と
今
後
の
活
動
方

針
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
、
本
大
会
は

盛
会
裡
に
終
了
し

た
。

全
国
に
向
け
、

復
興
の
現
状
を
説
明

︱
第
十
七
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
︱

第
十
七
回
商
工
会
青
年
部
全
国

大
会
が
去
る
十
一
月
十
日
㈫
〜
十

一
日
㈬
の
日
程
で
、
本
県
二
十
六

名
を
含
む
全
国
各
地
か
ら
約
三
千

三
百
名
の
青
年
部
員
が
参
加
の

下
、
盛
大
に
実
施
さ
れ
た
。

神
戸
国
際
展
示
場
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
一
日
目
は
、
初
め
に
全

国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
顕
彰
授

与
式
が
行
わ
れ
、
本
県
か
ら
は
、

人
づ
く
り
部
門
で
遠
藤
勉
さ
ん

（
利
府
松
島
商
工
会
青
年
部
元
部

長
）
が
受
賞
、
ま
た
、
長
年
の
青

年
部
活
動
に
対
し
て
大
き
く
貢
献

し
た
名
生
登
志
郎
さ
ん
（
登
米
中

央
商
工
会
青
年
部
元
部
長
）
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
活
動
報
告
と
し
て
、
本
会
青

年
部
連
合
会
の
小
松
会
長
が
、
こ

れ
ま
で
の
全
国
か
ら
の
支
援
に
対

し
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
被

全
国
女
性
連
で
は
、
地
域
の
女

性
部
員
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る

地
域
の
隠
れ
た
魅
力
を
取
り
入
れ

た
「
お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
」
を
募

集
し
、
全
国
の
女
性
部
員
の
交
流

を
推
進
し
て
い
る
。

本
県
か
ら
利
府
松
島
、
若
柳
金

成
、
栗
駒
鶯
沢
、
み
や
ぎ
北
上
、

東
松
島
市
の
五
女
性
部
が
お
も
て

な
し
プ
ラ
ン
に
応
募
し
、
全
国
に

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

東
松
島
市
商
工
会
女
性
部
で

は
、
日
本
三
大
渓
の
ひ
と
つ
で
あ

る
嵯
峨
渓
の
遊
覧
船
巡
り
や
、
松

島
の
島
々
を
一
望
で
き
る
大
高
森

の
登
山
な
ど
、
東
松
島
自
慢
の
自

然
豊
か
な
ス
ポ
ッ
ト
を
案
内
す
る

プ
ラ
ン
を
企
画
し
、
今
年
度
、
六

件
の
視
察
受
入
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
魅
力“
い
い
と
こ
”

“
い
い
も
の
”発
信
！

︱
商
工
会
女
性
部
　
お
も
て
な
し
交
流
事
業
︱

被災地の現状を報告する小松会長

涌川市の皆様と笑顔のおもてなし（東松島市）

商工会女性部名 プラン名称

利府松島 秋の味覚・利府梨と☆三ツ星ランチ☆
世界で最も美しい湾クルーズ/歴史の足跡を巡る旅

若柳金成 「みにきてけさいん若柳・金成」を旅しよう！

栗駒鶯沢 桜染め体験と女性部のビックリ!!
おもてなしの旅!!

みやぎ北上 みやぎの明治村　歴史ふれあいの旅

東松島市 空と海のまち東松島
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